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今金町民憲章
民主主義に徹して生，舌を合理化して近代的な町にいたしましょう。

健康で勤労にはげむ明るい町にいたしましょう。

技能をみがき産業の開発に努め豊かな町にいたしましょう。

教義をたかめ楽しく生活できる平和な町にいたしましょう。
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道南初の北海道今金高等養護学校

第 1回入学式を迎える

. 
自

v
a
@

包

命

av
産
業
科
(
窯
業
実
習
室
)

窯
業
実
習
室
は
、
主
と
し
て
産

業
科
の
作
業
学
習
で
使
用
さ
れ
ま

す
。
窯
業
は
、
原
材
料
と
な
る
粘

土
ゃ
ゅ
う
薬
の
素
材
と
し
て
の
特

性
か
ら
、
生
徒
の
能
力
等
に
応
じ

て
い
ろ
い
ろ
な
作
業
工
程
が
工
夫

で
き
る
た
め
、
高
等
養
護
学
校
に

お
い
て
多
く
採
り
上
げ
ら
れ
る
作

業
種
の
一
つ
で
す
。

電
気
陶
芸
窯
は
、
生
徒
の
作
業

能
力
な
ど
に
配
慮
し
た
償
扉
式
で

マ
イ
コ
ン
自
動
運
転
。
通
常
の
湯

飲
み
茶
碗
な
ら
一
度
に
印
個
以
上

の
窯
詰
め
が
可
能
で
す
。

北
海
道
今
金
高
等
養
護
学
校

(
板
垣
裕
彦
校
長
)
は
4
月
時
目
、
同

校
体
育
館
で
産
業
科
刊
人
、
生
活
園
芸
科
7
人
、
生
活
家
庭
科

6
人

の
入
学
式
を
行
い
ま
し
た
。

式
で
は
、
父
母
、
教
育
関
係
者
な
ど

ω人
が
出
席
し
、
板
垣
校
長

か
ら
1
期
生
お
人
の
入
学
が
許
可
さ
れ
、
社
会
参
加
や
自
立
を
目
指

し
て
の
高
校
生
活
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
・

ま
た
、
教
職
員
全
員
に
よ
る
校
歌
が
初
披
露
さ
れ
ま
し
た
.

。

今
金
高
等
養
護

学
校
の
概
要

北
海
道
今
金
高
等
養
護
学
校

は、

職
業
教
育
を
主
と
す
る
産
業

科
、
生
活
園
芸
科
、
生
活
家
庭
科

の
3
学
科
を
置
く
道
立
の
高
等
養

縫
学
校
で
す
。
通
常
の
高
等
学
校

と
同
様
に
、
生
徒
は
、
入
学
後
、

3
• • 

-
生
活
園
芸
科
(
温
室
)

温
室
は
、
主
と
し
て
生
活
図
芸

科
の
作
業
学
習
の
場
と
な
り
ま
す
。

温
室
内
に
は
、
温
度
、
湿
度
な
ど
を

自
動
制
御
す
る
ボ
イ
ラ
ー
や
各
種

操
作
盤
、
種
子
等
の
地
下
保
存
室

な
ど
が
備
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

温
室
の
ほ
か
に
作
業
用
段
場
も

あ
り
、
い
ろ
い
ろ
な
図
芸
草
花
や

野
菜
な
ど
の
栽
培
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
温
室
内
が
生
徒
の
手
に
よ

っ
て
ミ
ニ
舶
物
園
に
な
る
日
が
楽

し
み
で
す
。

一一一一-
生
活
家
庭
科

(縫
工
実
習
室
)

縫
工
実
習
室
は
生
活
家
庭
科
の

学
習
室
の

一
つ
で
す
。
作
業
学
習

で
は
エ
プ
ロ
ン
や
雑
巾
な
ど
の
比

較
的
簡
単
な
縫
製
や
手
芸
、
レ
ザ

新入生を代表して喜びのことばを述べる
産業科 1年

年
間
に
わ
た
っ
て
職
業
に
関
わ
る

家
政
、
農
業
、
工
業
の
専
門
学
科

や
国
語
、
社
会
な
ど
の
普
通
教
育

に
関
す
る
教
科
を
学
び
、
職
業
自

立
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
能
力
や
適
正

に
応
じ
た
社
会
参
加
と
自
立
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
は
、
教
育
目
標
に
ま

と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ー
ク
ラ
フ
ト
な
ど
を
計
画
し
て
い

ま
す
。

備
品
と
し
て
は
、
ミ
シ
ン
や
縫

工
作
業
台
を
は
じ
め
、
作
業
の
綴 佐蔵君

O
豊
か
な
心
と
丈
夫
な
体
を
も
っ

生
徒
を
育
成
す
る
。

O
自
ら
判
断
し
、
行
動
す
る
生
徒

を
育
成
す
る
。

O
働
く
こ
と
を
喜
び
、
最
後
ま
で

努
力
す
る
生
徒
を
育
成
す
る
。

学
校
で
は
、
入
学
す
る
生
徒
の

特
性
か
ら
、
実
際
に
指
導
を
す
る

段
階
で
は
、
指
導
す
べ
き
内
容
を

合
わ
せ
総
合
的
な
学
習
活
動
と
し

て
展
開
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。
そ
れ
は
、
学
習
内
容
を
生
徒

が
理
解
で
き
る
よ
う
に
、
ま
た
、

学
習
し
た
こ
と
が
現
在
及
び
将
来

の
社
会
生
活
や
職
業
生
活
、
家
庭

生
活
に
生
き
て
働
く
よ
う
に
考
え

ら
れ
て
い
る
た
め
で
す
。

総
合
的
な
学
習
と
し
て
「
学
習

作
業
」
「
生
活
単
元
学
習
」
「
日
常

生
活
の
指
導
」
「
体
力
つ
く
り
」
の

四
つ

の
指
導
形
態
が
設
定
さ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
年
間
割
引
回
が

立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

指
導
計
画
は
、
学
科
の
特
性
や
生

徒
の
実
態
な
ど
に
応
じ
て
目
標
が

立
て
ら
れ
、
具
体
化
さ
れ
て
い
ま

す。
ま
た
、
音
楽
や
保
健
体
育
、
生

徒
会
活
動
、
ク
ラ
ブ
な
ど
内
容
に

よ
っ
て
は
、
生
徒
の
趣
味
、
関
心

に
基
づ
き
、
個
性
を
伸
ば
す
観
点

• • 
子
が
お
互
い
に
学
び
あ
え
る
よ
う

に
円
形
の
作
業
台
も
備
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

生
活
家
庭
科
で
は
、
総
工
の
ほ

か
簡
単
な
調
理
や
食
品
加
工
に
つ

い
て
も
学
習
し
ま
す
。

-
寄
宿
舎

全
寮
制
を
と
る
今
金
高
等
養
護

学
校
で
は
、
生
徒
た
ち
は
毎
日
、

寄
宿
舎
で
起
居
を
共
に
し
ま
す
。

寮
名
「
美
利
河
寮
」
に
は
、
生
徒

た
ち
が
地
域
の
人
々
に
親
し
ま

れ
、
「
美
し
い
川
」
の
流
れ
の
よ
う

に
清
く
豊
か
な
心
を
も
っ
て
成
長

し
て
ほ
し
い
と
の
願
い
が
込
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

今
金
高
等
養
護
学
校
後
援
会
設
立
総
会

北
海
道
今
金
高
等
養
飽
学
校
後

援
会
の
設
立
総
会
が

3
月
引
目
、

町
民
セ
ン
タ
ー
で
関
係
者
約

ω人

が
出
席
し
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
後
援
会
規
約
、
平

成
9
年
度
の
活
動
に
落
成
記
念
と

祝
賀
会
を
協
賛
で
行
う
こ
と
な
ど

を
決
定
し
ま
し
た
。

後
援
会
役
員
は
次
の
と
お
り
で

す
。

敬
称
略
)

O 
顧

-
awv 

今
世
向
押
捺
哨
山
学
校
長

板
垣

硲
彦

教
育
委
員
会
教
育
長

大
塚

勝

O
会

長
誠
司

(迎行
U
U

也市
色

町
内
会
長
}

中
井

O
副
会
長

松
下

謙
司
(
他
殺
協
会
会
長
)

山
崎
繁
樹
(
商
工
会
長
)

O
理

事

大
塚

田
中

徹
(
英
利
河
迎
合
会
長
)

義
雄
(
花
石
迎
合
会
長
)

か
ら
教
科
ご
と
に
学
習
す
る
も
の

も
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
教
育
を
進
め
る
う
え

で
大
切
に
す
る
こ
と
と
し
て
、

「地
域
の
人
々
と
の
交
流
、
結
び

つ
き
」
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
生
徒

が
将
来
、
社
会
の
中
で
生
き
生
き

と
生
活
し
て
い
く
た
め
に
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
の
人
々
の
直
接

的
、
間
接
的
な
支
援
が
不
可
欠
で

す
。養

護
学
校
で
は
、
普
段
か
ら
町

民
の
皆
さ
ん
は
も
と
よ
り
地
域
の

方
々
と
の
日
常
的
な
触
れ
合
い
を

大
切
に
す
る
教
育
を
進
め
よ
う
と

考
え
て
い
ま
す
。

〕内ζ〔

大三
h 

食
堂
は
、

一
度
に
叩
人
あ
ま
り

の
生
徒
が
食
事
が
で
き
る
広
さ
が

あ
り
、
生
徒
が
く
つ
ろ
げ
る
よ
う

に
大
型
テ
レ
ビ
な
ど
の
娯
楽
設
備

が
備
え
つ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

上
回

良
作
(
樋
川
連
合
会
長
)

輝
雄
(
八
束
迎
合
会
長
)

豊
(
盟
国
連
合
会
長
)

八
郎
(
金
原
迎
合
会
長
)

藤
太
(
段
業
協
同
組
合
長
)

勝
俊
(
光
の
里
学
困
長
)

リ
カ
(
婦
連
協
会
長
)

竹
内

及南
J I[ Ji[ 

柴境
谷間

狭
間

O
幹

事

田
中

春
次
(
神
丘
連
合
会
長
)

行

雄

幸

を

つ
な
ぐ
制
の
主
主
品
)

大
倉

O
事
務
局
長

治
(
A

，A詩
句
甚
国
学
校
教
訓
)

工
藤

O
会

計
神

部

真

人

写
会
草
地
弔
問
μ抽
選

〕3
 

〔



今金町総合福祉施設

し
ま
す
。

オープン「としべつ」

-
高
齢
者
の
う
ち
身
体
に
障
害
を

も
っ
た
方
や
痴
呆
症
の
方
を
利
用

対
象
と
す
る
通
所
施
設
で
そ
の
方

の
心
身
機
能
の
維
持
、
向
上
を
め

ざ
し
サ
ー
ビ
ス
を
行
い
、
レ
ク
リ

ェ
ー
シ
ョ
ン
活
動
、
趣
味
活
動
を

行
う
と
と
も
に
給
食
サ
ー
ビ
ス
、

入
浴
サ
ー
ビ
ス
、
リ
ハ
ビ
リ
的
な

身
体
運
動
な
ど
で
医
学
的
な
リ
ハ

ビ
リ
は
終
了
し
た
が
、
な
お
適
切

な
運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
必
要
な
方

が
利
用
で
き
る
の
が
特
徴
で
す
。

へ
ル
パ
l
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

日
常
生
活
に
支
障
の
あ
る
独
居

健
康
で
ゆ
と
り
あ
る
暮
ら
し
を

保
健
医
療
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
拠
点

総
合
福
祉
施
設
の
概
要

総
合
福
祉
施
設

「と
し
ぺ

つ」

は
、
病
院
と
老
人
ホ
ー
ム
の
中
間

施
設
で
家
庭
へ
の
復
帰
の
た
め
医

療
と
日
常
サ
ー
ビ
ス
の
両
方
の
提

供
を
受
け
ら
れ
る
老
人
保
健
施
設

を
中
心
に
、

7
施
設
を
合
築
し
、

施
設
サ
ー
ビ
ス
と
在
宅
サ
ー
ビ
ス

そ
れ
ぞ
れ
施
設
機
能
及
び
職
員
を

• • 

の
高
齢
者
や
高
齢
者
夫
婦
世
帯
.

父
子
世
帯
、
母
子
世
帯
、
障
害
者

な
ど
の
在
宅
を
訪
問
し
て
様
々
な

援
助
を
行
い
ま
す
。
内
容
は
、
大

き
く
分
け
て
身
体
介
助
と
家
事
援

助
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。

-
身
体
介
助
は
、
寝
た
き
り
な
ど

身
体
に
隙
筈
の
あ
る
方
に
食
事
、

入
浴
、
通
院
な
ど
の
介
助
サ
ー
ビ

ス
を
行
い
ま
す
。

-
家
事
援
助
は
、
本
人
や
家
族
に

代
わ
っ
て
掃
除
、
洗
濯
、
買
い
物
、

料
理
ま
た
、
高
齢
者
の
外
出
介
助

や
関
係
機
関
の
連
絡
や
相
談
の
サ

ー
ビ
ス
を
行
い
ま
す
。

在
宅
で
食
事
の
準
備
や
調
理
が

十
分
に
で
き
な
い
な
ど
、
独
居
の

高
齢
者
や
障
害
者
に
栄
養
パ
ラ
ン

二
冗
化
し
た
高
齢
者
の
支
援
シ
ス

テ
ム
を
め
ざ
す
も
の
で
医
療
施
設

と
医
療
ス
タ
ッ
フ
と
の
連
脱
が
容

易
な
国
保
病
院
と
の
併
設
で
す
。

こ
の
施
設
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ

ー
ト
造

2
階
建
一
部

3
階
建
て

で
、
総
面
綴

4
5
9
0
・
6
6
平

方
メ
ー
ト
ル
で

。I
階
は
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
、
へ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
、
給
食
サ
ー
ビ
ス
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
、
市
町
村
保
健
セ
ン
タ
ー

0
2階
は
老
人
保
健
施
設
、
訪
問

看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

。3
階
は
会
議
室
、
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
創
作
室
な
ど

と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
総
事
業
費
は
、
主
体
工

事
、
機
械
棟
、
備
品
購
入
な
ど
含

め
凶
億

9
1
8
万
2
千
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。

老
人
保
健
施
設
は
、
本
町
は
も

と
よ
り
大
成
町
、
瀬
棚
町
、
北
桧

山
町
を
含
め
て
の
広
域
的
な
考
え

で
高
齢
社
会
対
策
の
一
翼
を
担
う

も
の
で
す
。

ス
の
良
い
食
事
を
し
健
康
を
害
し

な
い
よ
う
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま

す。-
在
宅
の
方
に
届
け
る
宅
配
給
食

と
定
期
的
な
集
会
会
食
が
あ
り
、

利
用
者
の
要
望
に
応
じ
、
毎
日
給

食

(
2
食
・
昼
、
夜
)
や
利
用
し

た
い
日
の
昼
食
、
夕
食
の
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し
ま
す
。

保
健
セ
ン
タ
ー

町
民
の
健
康
づ
く
り
を
推
進
す

る
た
め
、
健
康
相
談
、
健
康
教
育
、

検
診
等
の
対
人
健
康
サ
ー
ビ
ス
を

総
合
的
に
行
う
拠
点
と
し
て
町
民

老
人
保
健
施
設

明
る
く
家
庭
的
な
雰
閲
気
で
、

看
護
、
介
畿
、
リ
ハ
ビ
リ
等
ご
利

用
さ
れ
る
方
の
心
身
の
状
態
や
病

状
な
ど
の
程
度
に
合
わ
せ
た
ケ
ア

サ
ー
ビ
ス
を
行
い
日
常
生
活
で
の

自
立
、
家
庭
へ
の
復
帰
を
お
手
伝

い
す
る
施
設
で
す
。

-
入
所
サ
ー
ビ
ス

家
庭
復
帰
を
目
的
に
利
用
さ
れ

る
方
の
程
度
に
合
わ
せ
若
様
、
介

護
の
生
活
リ
ハ
ビ
リ
を
行
い
、
趣

味
活
動
、
教
養
娯
楽
活
動
、
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
通
じ
て
楽

し
い
日
常
生
活
が
過
こ
せ
る
よ
う

お
手
伝
い
し
ま
す
。

av
短
期
入
所
サ
ー
ビ
ス
(
シ
ョ
ー

ト
ス
テ
イ
)• • の

保
健
活
動
の
場
と
し
て
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し
ま
す
。

4 

百面画

司

各サービス利用料は次のとおりです。

。通所(デイ ・ケア)

| 基本利用料 l人 1回 500円 | 
個室使用料、テレビ使用料、冷蔵庫使用料など

それぞれを利用した場合のみ日額加算されます。

.訪問看護ステーション

1 基本利用料 1人 l回 250円 i 
※ 利用者の選定により差額費用、実費負担などが

かかります。

・デイサービスセンター

| 基本利用料 l人

・へルパ ステーション

※ 

l回 500円

※ 

入
所
サ
ー
ビ
ス
と
同
じ
で
す

が
、
家
庭
で
の
看
護
、
介
護
が
一

時
的
に
困
難
に
な
っ
た
場
合
比
日

を
限
度
に
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

.
通
所
サ
ー
ビ
ス
(
デ
イ

・
ケ
ア
)

リ
ハ
ビ
リ
、
趣
味
活
動
、
教
養

娯
楽
活
動
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
、
食
事
、
入
浴
な
ど
を
行
い
、
健

康
管
理
を
通
じ
日
常
生
活
の
お
手

伝
い
を
し
ま
す
。

[4) 

会
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

-
か
か
り
つ
け
の
医
師
の
指
示
に

基
づ
い
て
保
健
婦
、
看
護
婦
な
ど

が
家
庭
を
訪
問
し
、
在
宅
療
養
者

の
日
常
生
活
能
力
の
維
持
回
復
に

向
け
症
状
の
観
察
、
リ
ハ
ビ
リ
、

家
族
の
介
護
指
導
な
ど
看
護
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。

※
訪
問
看
護
の
利
用
に
つ
い
て
は

か
か
り
つ
け
の
医
師
に
相
談
す
る

こ
と
が
必
要
で
す
。

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

.
在
宅
で
の
寝
た
き
り
老
人
及
び

要
介
護
老
人
を
抱
え
苦
労
さ
れ
て

い
る
家
族
に
対
し
、
在
宅
介
護
で

お
困
り
の
こ
と
な
ど
を
保
健
婦
、

ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
が
相
談
を
受
け

保
健
福
祉
の
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら

れ
る
よ
う
在
宅
介
護
者
の
支
援
を

車
イ
ス
で
の
入
浴
も
可
能
で
す

|基本 利用料最高 蜘円

※ 前年の所得により決定されます。

・給食サービスステーション

| 基本利用料 1食 350円

。詳しいお問い合わせ

総合福祉施設「としべつJまで

801378-2 -2780 

〕RJ
 

〔
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今年は、今金町が利別村になって100年、今金町として50年を迎える記念すべき年であり

ます。

平成7年度には、 100年記念事業推進委員会を設置し、皆様からのアイデアを募集し、数

多くの事業実施に向けての検討、各部会の開催など準備を進めてきました。

今月号から記念事業の案内を行いますので、是非、参加くださいますようお願いします。

大100年記念協賛事業大100年記念事業

5月18日

今金町総合体育館

く〉桧山少年剣道大会

時

場

口
μ

-会

.第35回全北海道空手道選抜選手権大会

12 : OO~団体戦

個人戦

8 ・ 30~個人戦

5月10日・ 11日

5月10日

時口
U• • 

第
却
回
今

今
金
町
農
業
協
同
組
合

(
代
表

現
事
組
合
長
境
田
藤
太
正
組
合

員
5
9
5
人
)
の
通
常
総
会
が
3

月
mm
日
、
総
合
体
育
館
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
事
業
方
針
に
つ
い

て
第
4
次
今
金
町
農
業
振
興
計
画

の
推
進
、
組
織
運
営
基
盤
の
確
立

と
事
業
機
能
強
化
を
目
的
と
し
た

農
協
広
域
合
併
の
具
体
的
な
検
討

を
進
め
る
と
述
べ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
提
案
さ
れ
て
い
た
口
議

案
を
決
定
し
、
役
員
の
改
選
が
行

" " H " " H " 

開
催

く〉全道ヨサコイソーラン大会

札幌市

・札幌ファクトリー

(l 3:31 ~) 

・ 大通西 8 丁目 ( 14 : 36~)

-琴似2条 1丁目

6月 7日(土)時

場

-日

-会

5月11日

今金町総合体育館

5 月 30 日 ~ 6 月 1 日( 9 ・ 00~ 17 ・ 00)

北海道今金高等養護学校

清貼絵展

時

場

場

-会

-山下

-日

イド. = 

O 
理

事

鈴谷上岸川
木崎田 崎

一 照良 和
雄雄作泉 美

" 

O 
監

事
" " 

年初刑者揚
てられていま百

(l 5 : 4 1 ~) 

戦
没
者
等
の
遺
族
の
皆
様
ヘ

〕nhu
 

〔

国
民
年
金
保
険
料
の

免
除
申
請
を
受
付
け
て
い
ま
す

。
申
請
方
法

・
印
鑑
持
参
の
う
え
、
町
民
課
年

金
係
へ

O
期

限

国
民
年
金
の
強
制
加
入
者
で
ま

っ
た
く
収
入
の
な
い
方
、
あ
る
い

は
家
計
が
苦
し
く
収
め
た
く
て
も

収
め
ら
れ
な
い
方
に
国
民
年
金
保

険
料
の
免
除
申
請
を
受
付
け
て
い

ま
す
。

免
除
申
請
を
し
な
い
で
保
険
料

を
未
納
の
ま
ま
に
し
て
お
き
ま
す

と
、
将
来
年
金
が
受
給
で
き
な
く

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

注
意
下
さ
い
。• • 転入された方へ

町内でスポーツ活動などまた、何か困った事はありません

かワ

0福祉関係

・乳幼児など町内健診に関すること。

総合福祉施設B2 -2780 

五
月
末
日
ま
で

電
話
、
口
頭
、
手
紙
で
行
政
相

談
員
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

女
相
談
は
無
料
で
す
。
お
気
軽
に

。
今
金
町
字
今
金

ω番
地
の
川

生
亀

き

よ

え

8
2
1
0
7
6
0
 

0教育関係

・文化、スポーツ団体に関すること。

教育委 員 会B2 -3488 

総合体育館B2 -2026 
・児童、生徒の心配ごと相談に関すること。

専用電話B2 -3550 
0その他

・町内の観光など知りたい方。

観光協会B2 -3561 

商工観光課B2-0111 

・ゴミの処理、国民年金などに関すること。

町民 課B2-0111 

〕7t
 

〔

一
行
政
相
談
員
に
生
亀
き
よ
え
さ
ん
が

再
委
嘱
さ
れ
ま
し
た

生
亀
さ
ん
が
平
成

9
年
4
月
1

日
付
け
で
総
務
庁
長
官
か
ら
行
政

.
相
談
員
に
再
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

皆
さ
ん
か
ら
、
各
役
所
の
仕
事

に
つ
い
て
の
苦
情
、
要
望
、
意
見

を
お
聞
き
し
て
改
善
を
図
り
ま

す。

年

は
H

M

M

れ

姫

川

臨

時

前

恥

位

h
k
J

民
資
山
J

3

鰍

伽

相

川

開

制

噸

淵

都

航

-Lム
叫
ザ
」

国

融

れ

ず

軸
鋭
巾
州
問
れ
齢
献
刊
硝
池

田

町

E

・
元
に
ま

丘
立
に
品
川
U

蹴
コ¥
U

険

還

問

い

ゆ
搬
出
配
姐
杭
鵬
峨
訓
開
封

h

保

金

司

て

日
比
市
岬
松
同
配
碍
蜘
猷
灯

凶

金

立

パ

し

肌並
U

蹴

t
州

刑

制

川

明

日

40
4

年

積

礼

援

川

崎

棚

制

一

山

崎

制

川

、

江

一蹴

ね

生

の

対

応

的
軸
腕
駈
M
酬

削

?

?

糊

間

厚

金

円

を

み
眠
吋
初
日
目
平
山
総
札
口

わ
れ
ま
し
た
。

新
し
く
互
選
さ
れ
た
役
員
は
次

の
と
お
り
で
す
。
(
敬
称
略
)

O
代
表
理
事
組
合
長
境
田
藤
太

O
専
務

理

事

田

中

春
次

O
理

事

中

野

秀

勝
原
口

民
治

村

本

正

義

内
ヶ
島
道
良

末

勝

春

義

小
田
島
親
守

村
瀬

康

山

本

靖

彦

|

|
特
別
弔
慰
金
の
請
求
を
忘
れ

て
い
ま
せ
ん
か

|

|

戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
す
る
特

①

弔
慰
金
の
受
給
権
を
取
得
し

別
弔
慰
金
支

給

法

が

改

正

さ

れ

、

た

方

戦
没
者
等
の
遺
族
の
う
ち
、
平
成

②

弔

慰
金
の
受
給
権
を
取
得
し

7
年
4
月
1
日
に
お
い
て
公

務

扶

た

方

が

平

成

7
年

4
月
1
日
に

助
料
、
逃
族
年
金
等
の
受
給
権
を

い
な
い
と
き
は
、
そ
の
他
の
先

有
す
る
遺
族
が
い
な
い
方
に
特
別
順
位
の
遺
族
の
方

弔
慰
金
と
し
て
額
面
刊
万
円
、
印
な
お
、
請
求
期
限
は
平
成

ω年

年
償
還
の
国
債
が
支
給
さ
れ
ま

3
月
別
日
ま
で
で
す
。

す
。

O
詰
求
手
続
き
及
び
詳
細
に

つ
い

例
え
ば
、
次
の
方
な
ど
が
支
給

て

の

お

問

い
合
わ
せ

対
象
と
な
り
ま
す
。

町
民
課

8
2
0
1
1
1



4
月
1
日
付職

員
人
事
異
動

4
月
1
日
付
け
で
町
職
員
の
人

事
異
動
の
発
令
が
あ
り
ま
し
た
の

で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
(
)

は
前
職
。

総
合
福
祉
施
設
「
と
し
べ
つ
」

の
開
設
に
伴
い
施
設
管
理
、
在
宅

介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
の
専
門
職
員

の
配
置
、
下
水
道
室
の
設
置
、
ま

た
、
農
業
委
員
会
の
所
管
で
あ
り

ま
し
た
町
民
セ
ン
タ
ー
の
管
盟
業

務
は
、
町
民
間
附
の
所
管
と
な
り
ま

す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

-
総
務
部

育
課
体
育
振
興
係
兼
社
会
教
育

係

)

田

中

山

宗

。
下
水
道
室

室
長
兼
務
(
建
設
課
長
)

渡

辺

茂

次
長
兼
総
務
係
長
兼
務
(
建
設

課

長

補

佐

)

柏

田

守

下
水
道
係
長
(
建
設
課
建
築
係

長
兼
公
園
下
水
道
係
長
)

高

島

好

治

-
議
会
事
務
局

次
長
兼
庶
務
係
長
兼
議
事
係
長

(
耕
地
開
発
課
長
補
佐
兼
管
理

係

長

)

八

重

鰹

旨

雄

.
農
業
委
員
会
事
務
局

内
国
業
委
員
会
事
務
局
長
兼
結
婚

相
談
所
長
(
農
業
委
員
会
事
務

局
長
兼
町
民
セ
ン
タ
ー
長
兼
結

婚

相

談

所

長

)

下

山

更

治

農
業
委
員
会
次
長
兼
総
務
係
長

(
農
業
委
員
会
事
務
次
長
兼
総

務
係
長
兼
農
地
係
長
)

平
原
田
目
美

農
地
係
長
兼
総
務
係
(
水
道
課

水

道

係

長

)

細

田

征

夫

・
教
育
委
員
会

。
管
理
銀

総
務
係
長
(
町
民
課
年
金
係

長

)

南

川

康

男

学
校
教
育
係
長
(
教
育
委
員
会

管
理
線
総
務
係
長
)

。
総
務
課

職
員
厚
生
係
長
兼
管
財
係
(
教

育
委
員
会
社
会
教
育
課
社
会
教

育

係

長

)

中

島

光

弘

。
税
務
課

課
長
補
佐
兼
住
民
税
係
長
兼
資

産
税
係
長
(
機
会
事
務
局
次
長

兼
庶
務
係
長
兼
議
事
係
長
)

河

端

義

之

徴
収
係
兼
住
民
税
係
(
町
民
課

町

民

係

)

山

田

哲

也

資
産
税
係
兼
徴
収
係
(
税
務
畝

住
民
税
係
兼
徴
収
係
)

立

島

剛

住
民
税
係
兼
徴
収
係
(
税
務
課

徴
収
係
兼
住
民
税
係
)

鈴

木

正

之

住
民
税
係
兼
資
産
税
係
(
税
務

課
資
産
税
係
兼
住
民
税
係
)

山
一
汗
市
川
一
H
i
J
ι

。
町
民
課

今
金
町
民
セ
ン
タ
ー
長
兼
務

(

町

民

放

長

)

宮

沢

昭

雄

主
幹
兼
住
民
運
動

・
交
通
安
全

係
長
(
町
民
課
住
民
運
動

・
交

通

安

全

係

長

)

沢

谷

芳

博• • 北
見

伸
夫

。
社
会
教
育
課

主
幹
兼
総
合
体
育
館
体
育
振
興

係
長
兼
社
会
教
育
課
体
育
振
興

係
長
(
総
合
体
育
館
体
育
振
興

係
長
兼
社
会
教
育
課
体
育
振
興

係

長

)

長

崎

健

司

社
会
教
育
係
長
(
税
務
課
住
民

税
係
長
兼
資
産
税
係
長
)

勝

山

英

敏

総
合
体
育
館
体
育
振
興
係
兼
社

会
教
育
課
体
育
振
興
係
兼
社
会

教
育
係
(
新
採
用
)早

坂

。
給
食
セ
ン
タ
ー

給
食
セ
ン
タ
ー
主
幹
兼
総
務
係

長
兼
業
務
係
長
(
教
育
委
員
会

管
理
課
主
幹
兼
学
校
教
育
係

長

)

白

田

田

代

子

。
今
金
幼
稚
園

園

長

(

教

諭

)

坂

本

孝

子

主
任
教
諭
(
教
諭
)池

田
真
喜
子

-
国
保
病
院

外
科
医
長
(
新
採
用
)

年
金
係
長
(
耕
地
開
発
課
段
業

開

発

係

長

)

西

勝

明

町
民
係
(
総
合
福
祉
施
設
開
設

準
備
室
準
備
係
兼
保
健
編
祉
課

保
健
福
祉
係
)

住

吉

淳

③
今
金
保
育
所

主
任
保
母
(
保
母
)不

動
喜
代
美

。
保
健
福
祉
課

今
金
町
総
合
福
祉
施
設
長
兼
務

(
兼
総
合
福
祉
施
設
開
設
準
備

室

長

)

鈴

木

健

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
長
兼

健
康
づ
く
り
係
長
兼
務
(
兼
総

合
福
祉
施
設
開
設
準
備
室
次
長

兼
保
健
指
導
係
長
)藤

田
喜
枝
子

総
務
係
長
兼
老
人
保
健
施
設
管

理
係
長
(
総
合
福
祉
施
設
開
設

準
備
室
準
備
係
長
)柏

田

泰

明

総
務
係
(
建
設
課
車
両
係
兼
維

持

係

)

小

泉

健

治

保
健
福
祉
係
兼
健
康
づ
く
り
係

(

新

採

用

)

山

田

真

也

l若
井

克
典

診
療
放
射
線
技
師
(
新
採
用
)

小

山

隆

締

-
老
人
保
健
施
設

今
金
町
老
人
保
健
施
設
事
務
長

兼
務
(
国
保
病
院
事
務
長
)

稲

木

弘

幸

管
理
係
兼
保
健
福
祉
課
総
務
係

(
北
海
道
派
遣
)
小
林
洋
仲

給
食
係
長
兼
国
保
病
院
給
食
係

長
(
国
保
病
院
給
食
係
長
)

辻

久

子

相
談
指
導
員
兼
管
理
係
(
新
採

用

)

吉

田

明

弘

国
保
係
長
(
総
務
課
職
員
厚
生

係

長

兼

管

財

係

)

伊

藤

前

保
健
福
祉
係
長
(
保
健
福
祉
課

保
健
編
祉
係
長
兼
国
保
係
長
)

森

川

元

健
康
づ
く
り
係
(
保
健
福
祉
課

保
健
指
導
係
)
加
藤
千
一
市
子

天
野
ち
あ
き

健
康
づ
く
り
係
(
新
採
用
)

山

田

政

。
在
宅
介
鍛
支
援
セ
ン
タ
ー

在
宅
介
護
支
援
係
(
保
健
福
祉

課
保
健
指
導
係
)
佐
藤
美
由
紀

在
宅
介
護
支
援
係
(
新
採
用
)

村

本

英

敏

-
経
済
部

。
段
林
間
耐

山
財
政
係
長
(
鮒
ク
ア
プ
ラ
ザ
ピ

リ

カ

研

修

派

遣

)

宮

本

彰

• • 作
業
療
法
土
(
新
採
用
)

山

賀

和

恵

介
護
福
祉
士
(
新
採
用
)

内
城
ひ
ろ
み

.. 
西
井

育
美

v 
藤
倉

里
志

v 

農
政
係
主
査
(
成
業
委
員
会
総

務
係
兼
農
地
係
)

川
平

(8) 

秀
明

。
水
道
課

管
理
係
長
(
建
設
線
維
持
係

長

)

伊

藤

光

広

水
道
係
長
兼
管
理
係
(
水
道
課

水

道

係

主

査

)

小

西

康

友

O
耕
地
開
発
課

課
長
補
佐
兼
管
理
係
長
(
州
民
林

繰
主
幹
兼
良
政
係
長
)

中

野

党

山
民
地
整
備
係
長
兼
土
地
改
良
係

(
耕
地
開
発
課
土
地
改
良
係
主

査
兼
農
業
開
発
係
)東

海

林

稔

管
理
係
兼
燥
地
盤
備
係
(
保
健

福
祉
課
福
祉
係
兼
総
合
福
祉
施

設
開
設
準
備
室
準
備
係
)

宮
崎
士
口
広

ず
ザ

矛E
4
A
 孟

。
建
設
課

維
持
係
長
兼
務
(
建
設
課
土
木

係

長

)

中

島

邦

博

都
市
計
画
係
長
兼
公
園
係
長

べ-o-

(
建
設
課
都
市
計
画
係
長
兼
公

川

園
下
水

道

係

)

津

山

泰

彦

そ

建
築
係
長
(
建
設
課
建
築
係
主

回

査

)

安

達

雄

一

日

維
持
係
兼
管
理
用
地
係
兼
下
水

す

道
総
務
係
(
教
育
委
員
会
総
合

明日

体
育
館
体
育
振
興
係
兼
社
会
教

お

阿
部

回数券で御利用された方が

日主
同

允

O
市
町
村
派
遣

。
企
画
調
整
諜

へ

企
画
調
整
係
(
北
海
道
林
務
部

方

森

林

計

画

課

)

矢

野

伸

一

な用

‘
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J
γ
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干
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ま

日

a
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ト
h
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ん
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a
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、

ら
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h

、、

au

O
北
海
道
派
遣

先

(
農
林
諜
曲
財
政
係
)

協百
円

杉

山

締

希

憩

3
月
幻
日
付
け
退
職

耕

佐
々
木
春
夫

温

(
給
食
セ
ン
タ
ー
次
長
)

劉

山

崎

憲

彦

(
税
務
課
徴
収
係
主
査
)

制
円
H
U

庁
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種
川
・
今
金
・
八
束
・
金
原
・
神
丘
小
学
校
で
入
学
式

新
入
学
児
童
を
交
通
事
故
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う

4
月
7
日
、
町
内
の
小
学
校
(
種

川
小
学
校
4
人
、
今
金
小
学
校
M

人
、
八
束
小
学
校
3
人
、
金
原
小
学

校
2
人
、
神
丘
小
学
校
l
人
)
で
入

学
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
目
、
入
学
式
を
迎
え
た
新

入
学
児
童
似
人
に
は
、
先
に
教
育

委
員
会
に
寄
贈
さ
れ
た
商
工
会
婦

人
部
の
交
通
安
全
鈴
、
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
の
黄
色
い
ラ
ン
ド
セ
ル

六
年
生
へ
の
決
意

八
東
小
六
年

木
島
国
絵
さ
ん

六
年
生
へ
の
決
意
は
、

「六
年

生
の
自
覚
を
も
て
」
で
す
。

な
ぜ
か
は
、
今
で
も
五
年
生
の

気
持
ち
の
ま
ま
で
い
て
、
な
ぜ
か

「
六
年
に
な
っ
た
ぞ
」
と
は
思
つ

て
は
い
な
い
か
ら
で
す
。

カ
バ
ー
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
イ

エ
ロ
ー
パ
ラ
ソ
ル
な
ど
が
配
ら
れ

ま
し
た
。

ま
た
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
で

は
、
春
の
交
通
安
全
期
間
に
あ
わ

せ
新
入
学
児
童
に
交
通
安
全
の
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
を
く
ば
り
、
交

通
事
故
に
合
わ
な
い
よ
う
同
伴
の

父
母
に
呼
び
か
け
ま
し
た
。• '. 

0

・・
0

・
-
G
・
・
0

・
・0
・・
0

・・
0

・・
0

・

G
-

-
0
・

仲
良
く
遊
び
た
い
で
す
。

勉
強
面
で
の
が
ん
ば
り
た
い
こ

と
は
社
会
で
の
歴
史
に
力
を
入
れ

た
い
で
す
。

あ
と
知
っ
て
い
る
人
、
か
い
た
ら

必
ず
あ
い
さ
つ
を
し
た
い
で
す
。

「
兄
に
六
年
生
は

一
番
か
ん
じ

ん
な
所
だ
」
と
聞
き
ま
し
た
。

兄
に
ま
け
ぬ
よ
う
が
ん
ば
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

「最
高
学
年
だ
ぞ
」
と
自
分
に

言
い
聞
か
せ
、

「ガ
ン
バ
」
と
言
う

言
葉
を
わ
す
れ
な
い
よ
う
努
力
し

た
い
で
す
。

こ
れ
か
ら
は
五
年
生
の
惑
い
所

を
直
す
よ
う
努
力
し
、
心
を
入
れ

か
え
六
年
生
を
ス
タ
ー
ト
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

-
0
・・
0

・
-
0
・
・0
・
・Q
・

山菜採りの事故を防ぐために

暖かくなり 、山菜採りを楽しむシーズ

ンを迎えました。

山菜採りは、年齢を問わずに手軽に楽

しめるレジャーとして、多くの人々に親

しまれておりますが、例年事故が多発し

ています。

次のことに心がけましょう。

0行き先、帰宅予定時間などを必ず家族

や知人に知らせておきましょう。

0単犯行動は避け、同行者と互いの位置

を確認しあいましょう。

O 道lこ迷ったときは、むやみに歩き回る

ことは危険です。落ち着いて行動しま

しょう。

0万一|こ備え、笛やラジオ、非常食を携

帯し目立つ服装をしましょう。

0自然を大切lこすることやゴミの持ち帰

り、火の後始末などの基本的なマナー

も忘れず|こ守りましょう。

(10) 

山
村
留
学8

年
目
を
迎
え
る

美
剃
河
小
出
+
絞

山
村
留
学
生
の
受
け
入
れ
を
始

め
て

8
年
目
を
迎
え
る
美
利
河
小

学
校
で

4
月

6
日
、
山
村
留
学

生
、
父
母
、
里
親
、
地
域
の
方
々

な
ど
印
人
あ
ま
り
が
参
加
し
、
小

学
校
体
育
館
で
歓
迎
交
流
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

児
童
の
司
会
で
始
ま
っ
た
歓
迎

会
で
は
、
新
留
学
生
の
自
己
紹
介

な
ど
和
や
か
に
進
め
ら
れ
ま
し

た。• • 

@
小刊
紙
)⑥
広
場

私
は
、
学
級
で
の
委
員
長
に
も

な
っ
て

「六
年
生
だ
ぞ
」
と
気
持

ち
を
入
れ
か
え
よ
う
と
思
い
委
員

長
に
な
り
ま
し
た
が
、
ま
だ
六
年

生
と
五
年
生
と
の
五
分
五
分
で

す
。
は
や
く
六
年
生
の
気
持
ち
に

な
り
、
自
分
に
六
年
生
だ
ぞ
と
教

え
て
あ
げ
た
い
で
す
。

あ
と
最
高
学
年
に
も
な
っ
た
ぞ

と
教
え
て
あ
げ
ま
す
。

下
級
生
と
も
仲
良
く
し
、
い
い

六
年
生
だ
っ
た
と
言
わ
れ
て
卒
業

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
年
の
入
学
生
は
全
員
男
の
子

な
の
で
遊
ぶ
こ
と
も
ち
が
う
け
ど

ドイの脅
(平成日年E月13日生まれ)

南栄町 山本英治さん、 薫さんの 3男

【親から】

いつも元気いっぱい

ミニ凶駆が大好きです。

だれにでもやさしく、明るい人になっ

てほしいナ-1

O 

砂山本

7
日
に
は
始
業
式
が
行
わ
れ
、

留
学
生
は
、
道
外
か
ら
5
人
、
継

続
留
学
生
4
人
、
地
元
3
人
の
日

人
で
ス
キ
1
授
業
や
自
然
を
活
用

し
た
山
村
留
学
な
ら
で
は
の
体
験

学
習
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。

山
村
留
考
究
室
。
骨

型観宅 学年 民 名 出身地 盟続宅 学勾 氏 名 出 身地

宮館ー夫毛: 5'手 大村 悠静岡県鈴岡市 丸山長祐宅 5勾 梅崎明日香 神戸市須llJ区

6年 塚谷桃子 函館市 5年 杉尾優季 神戸市灘区

宗像久子宅 4'手 塚谷普介 函館市 旋回l混一宅 6年 井」 信哉 香川県原出rti

5 iJo 内問久;， 沖制県浦添m 6年 憐本幸典 香川県坂出市

6 flo 上 羅 生 明 t(，j玉県春日部iIi

ゆきこ

4小野友貴子ちゃん

(平成6年11月14日生まれ)

高美町 小野泰章さん、美智さんの長女

【親から】

初めまして、友貴子です。

とても恥ずかしがり屋ですが外遊びと

買い物がだいすきなので町でみかけたら

声をかけてくださいネ。

円、

-zi
l
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t
z
i
r
i
s
-
-
J
2
1
2
f
j
j一

=fEstiff--za--ffif--fiJ

A
h

お

く

か

さ

う

れ

は
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大
理
石
は
、

2
1
3
億
年

前
の
海
底
に
た
ま
っ
た
も

の
が
、

ー
億
3
千
年
前
に

マ
グ
マ
に
触
れ
変
化
し
て

で
き
た
も
の
で
す
。

そ
の
後
陸
上
に
顔
を
出

し
た
大
理
石
は
、
風
雨
に

さ
ら
さ
れ
る
う
ち
に
、
溶
け
た
り

固
ま
っ
た
り
を
何
千
年
、
何
万
年

と
繰
り
返
し
て
こ
の
よ
う
な
自
然

の
造
形
美
に
作
り
上
げ
ら
れ
ま
し

た。
残
念
で
す
が
、
中
は
絶
壁
と
暗

闇
で
危
険
な
た
め
、
入
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。

(12) 

い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
誰
で
も
が
、

町
の
歴
史
や
自
然
・
文
化
を
大
切
に
し

家
庭
や
学
校
、
地
域
社
会
の
き
ず
な
を
深
め

熱
意
を
も
っ
て
、
自
ら
楽
し
く
健
や
か
に
学
び
合
い
ま
し
ょ
う
。

(重点目標)

社会教育

だより
第246号

問
い
合
わ
せ
は
、

一一l
=
一
凹
八
八

る長~~~壱J鍾明
〈文化財務訪問〉

水の究炉j今まての手
の結会海金すい湯前奥
プ 果 の 牛 山 。た壷に美
| 、協化岳こ洞"は利

ル底力石会の窟と M 何

の に で調と市|が 呼底 抗1
あ温調査美箆あばな泉
る泉査研利をりれしの

い
ま
か
ね
へ
』

『
ょ
う
こ
そ
、

自
分
の
目
で
、
足
で
『
い
ま
か

ね
』
に
触
れ
て
感
じ
て
み
ま
せ
ん

か
|
教
育
委
員
会
で
は
4
月
リ
凶

転
入
者
へ
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
事
業

1
町
内
パ
ス
ツ
ア
ー
を
開

催
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
4
月
に
開
校
し
た
道

立
高
等
養
護
学
校
か
ら
「
少
し
で

も
早
く
今
金
を
知
り
、
馴
染
み
た

い
」
と
の
姿
望
を
受
け
て
実
施
し

た
も
の
で
、
幻
名
の
参
加
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

『
と
し
べ

つ
』
の
見
学
や
、
イ
ン

マ
ヌ
エ
ル
教
会
、
美
利
河
地
区
な

ど
の
町
内
巡
り
を
し
.
車
内
で
は

町
の
イ
ベ
ン
ト
や
社
会
教
育
事
業

の
紹
介
な
ど
を
し
ま
し
た
が
、
こ

れ
か
ら
の
生
活
の
場
と
な
る
地
域

の
話
題
で
も
あ
り
、
熱
心
な
眼
差

し
が
印
象
的
で
し
た
。
参
加
の
教

員
か
ら
は
、
地
域
に
根
差
し
た
養

護
学
校
の
観
点
か
ら
「
役
に
立
て

る
こ
と
が
あ
れ
ば
積
極
的
に
地
域

に
協
力
し
た
い
」
「
生
徒
だ
け
で

な
く
、
地
域
の
人
達
の
悩
み
に
も

相
談
に
の
り
た
い
』
と
の
声
も
い

た
だ
き
ま
し
た
。

教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
町
内

に
存
在
す
る
貴
重
な
教
育
資
源
と

し
て
の
人
材
、
施
設
に
期
待
す
る

と
と
も
に
、
生
徒
た
ち
が
自
立
と

社
会
参
加
で
き
る
よ
う
、
町
民
や

企
業
の
交
流
を
通
じ
て
の
暖
か
い

支
援
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
は

5
月
日
日
間
に
一
般
の
転
入
者
を

対
象
に

2
回
目
の
開
催
を
予
定
し

て
い
ま
す
の
で
、
多
く
の
方
々
の

参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

小
型
鍾
乳
洞
で
あ
る
こ
と
が
わ
か

り
ま
し
た
。
温
泉
の
あ
る
鍾
乳
洞

は
、
日
本
で
一
つ
し
か
見
つ
か
っ

て
い
ま
せ
ん
。

鍾
乳
洞
と
い
う
の
は
、
大
型
石

が
地
下
水
に
溶
け
て
ツ
ラ
ラ
の
よ

う
に
固
ま
っ
た
も
の
な
ど
が
見
ら

れ
る
洞
窟
の
こ
と
で
す
。
こ
こ
の
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的
な
活
用

・
ス
ポ
ー
ツ
ま
つ
り
、
水
泳
ま
つ

り
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
教
室
の
開
催

に
よ
る
現
有
施
設
の
有
効
利
用
を

図
る
事
業
展
開

・
総
合
体
育
館
、
利
別
川
河
川
緑

地
運
動
公
園
、
オ
ア
シ
ス
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
場
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
、

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
凶
の
杜
ス
キ
ー

場
の
開
放
事
業
に
つ
い
て
は
、
町

民
が
気
軽
に
利
用
し
や
す
い
施
設

と
す
る
事
業
展
開

以
上
の
通
り
で
す
が
、
設
立
印

周
年
を
迎
え
た
体
育
協
会
を
始

め
、
各
種
団
体
・
機
関
の
協
力
を

得
て
町
民
皆
ス
ポ
ー
ツ
を
目
指
し

心
身
の
調
和
の
と
れ
た
ス
ポ
ー
ツ

活
動
を
推
進
し
ま
す
。

心
地
よ
い
汗
を
流
し
な
が
ら
生

涯
ス
ポ
ー
ツ
に
取
り
組
ん
で
み
ま

せ
ん
か
。

社
会
体
育
、
今
年
の
推
進
計
画

軽
ス
ポ
ー
ツ
、
水
泳
の
普
及
を
重
点
に

社
教
関
係
行
事
等
の
日
程

す

《

2
3

日

7
日
刷

社

教

委

員

・
体
指
委
員

な

合
同
会
議

ω
∞
学
習
セ

杭

9
日

ω
四
ツ
十
来
会
総
会
問
∞

酷

学
習
セ
ン
タ
ー

香

川
1
U
日
第
お
回
全
道
空
手
道

酎

選
手
権
大
会
総
体

は

日
日
間
今
金
町
オ
リ
エ
ン
テ
l

澗

シ
ヨ
ン
パ
ス
ツ
ア

l
u

引

初
デ
モ

l
レ
ン
発

時

日
日
制

文

化
少
年
団
育
成
会
会

開

織
内

∞

学
習
セ

不

同
日
出
国
体
験
段
図
参
加
フ
ア
ミ

{

リ
l
会
議
問

ω学
習
セ

す

凶
日
間

第

1
団
地
域
研
究
セ
ミ

軒

ナ

l

o

w

第
引
回
全
柏
山
少
年
剣

5

道
大
会

9
ω
総
休

日

引
日
附
背
少
年
地
全
育
成
推
進

一

会
議
問
∞
学
習
セ

2

n日
刷
青
少
年
関
係
団
体
連
絡

は

会
議
mm

∞
学
習
セ

謡

ω
1
1
日
山
下
消
貼
絵
展
高

閣

等
援
態
学
校

相

6
月
6
日

ω
今
金
高
等
養
護
学

刈

校
落
成
式

・
祝
賀
会
川

払

∞
同
校

め

8
日

間

第

2
団
地
域
研
究
セ
ミ

JW
O
eh
，
rlい

ナ
l

〔

野
山
の
木
々
も
芽
吹
き
は
じ
め

い
よ
い
よ
ア
ウ
ト
ド
ア
の
シ
ー
ズ

ン
に
な
り
ま
し
た
。

教
育
委
員
会
で
は
、
社
会
体
育

分
野
の
ソ
フ
ト
事
業
に
つ
い
て
、

社
会
教
育
中
期
計
画
の

2
年
次
回

と
し
て
昨
年
の
評
価
と
課
題
を
踏

ま
え
、
ホ
ッ
プ
か
ら
ス
テ
ッ
プ
段

階
と
な
る
よ
う
な
事
業
の
取
組
み

を
推
進
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

V
各
地
織
の
特
性
を
生
か
し
た
個

性
あ
る
活
動
計
画
の
立
案

・
軽
ス
ポ
ー
ツ
巡
回
指
導
、
派
遣

ス
ポ
ー
ツ
、
学
校
の
運
動
会
へ
の

参
加
を
含
め
、

地
域
の
ニ
ー
ズ
に

合
っ
た
ス
ポ
ー
ツ
、
レ
ク
リ
ェ
ー

シ
ョ
ン
の
事
業
展
開

・
ジ
ュ
ニ
ア
、
レ

J

ア
イ
ス
、
ア
ク

ア
ビ
ク
ス
、
親
子
等
の
ス
イ
ミ
ン

グ
ス
ク
ー
ル
の
開
催
に
よ
る
水
泳

の
普
及
を
図
る
事
業
展
開

・
ビ
ー
チ
、
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
、
ミ
ニ
テ
ニ

ス
等
手
軽
に
で
き
る
軽
ス
ポ
ー
ツ

を
普
及
す
る
事
業
展
開

V
現
有
施
設
の
状
況
把
握
と
効
果

本町文化協会に加照している26団体は、それぞ

れ仲間づくりとしての生涯学習に取り組んでいま

す。皆さん多数の参加をお待ちしております。申し

込みは、各団体の連絡責任者までお電話下さい。

加問団体名 連絡 12 任者

今金書道愛好会 岡山号絹子(栄町)2-0165 

日本詩吟学院

岳風会今金支部
伊藤サツ(南町)2-0425 

今金ハムクラブ 中村和正(旭町)2-0019 

日写連北部約山支部 鈴木 捷(フぷ 昇)2-1203 

北陽回会 近藤沼璃子(怨昇)2-1430 

今金民謡会 原田みどり(東町)2-1439 

今金民謡研友会 久保田勝(南町)2-1409 

今金百人一首クラブ 長浜 稔 ( 御 影 )2-1641 

今金回答同好会 高知l 秀樹(旭町)2-0745 

今金将棋愛好会 遠藤盛人(今金)2-0066 

今金クッキングサークル 遠藤玲子([f.j 町)2-0601 

北部楢山音楽協会今金支部 稲木弘幸(末広田T)2-0517 

利別俳句会 戸津定勝(大和町)2-0330 

今金社交ダンスクフブ 山下正巳 (B'g町)2-3187 

カナリヤ会 加藤 保(八附町)2-1843 

今金ちぎり絵愛好会 以降てる子(今金)2-0716 

いまかね陶芸同好会 山北幸好(緑町)2-0965 

今金舞踊愛好会 小田島トシ(寒針)2-0569 

今金町音楽愛好会 許可端 勇(本町)2-0631 

日本盆栽協会今金支部 渡辺 茂(南栄町)2-0514 

今金町民合唱団 石井るみ子(大和町)2-1456 

今金町手話同好会 吉田知美(今金)2-0140 

今金町琴鈴会 能代令子(今金)2-2803 

NYDI今金バレエサーヲル 船木 実(東町)2-2411 

おしばなの会 土田喜美子(八束)2-1544 

今壷よさこいソーランsi軍部 八重厚清(東町)2-1572 

〈文化団体会員募集〉



d 診~ø~日告固ま合

年
金
相
談
日
の
お
知
ら
せ

年
金
に
関
す
る
質
問
や
相
談
を

次
の
日
程
で
行
い
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
利
用

L
て
く
だ
さ
い
。

ロL
】

と

3
、
相
談
員

美
利
河
ダ
ム
か
ら
の

お
知
ら
せ

-
ダ
ム
洪
水
時
の
情
報
伝
達
演
習

に
つ
い
て

ダ
ム
洪
水
時
に
お
け
る
下
流
住

民
及
び
一
般
へ
の
答
報
、
関
係
機

関
へ
の
通
知
を
的
確
に
行
う
た

め
、
次
の
と
お
り
演
習
を
実
施
し

ま
す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

寸
戸
U2

5
 

マ
期
間

5
月
8
日
1
9
日

マ
内

容

想

定

し
た
気
象
、
水
文

情
報
よ
り
、
想
定
放
流
に
よ
る
サ

イ
レ
ン
、
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
答
報

(
奥
沢
橋

1
美
利
河
橋
間
)
及
び

関
係
機
関
へ
の
情
報
伝
達
を
実
施

し
ま
す
。

健診を受けて明るい健康づくり

5月みんなの健康

※
サ
イ
レ
ン
、
ス
ピ
ー
カ
ー
等
で

住
民
の
皆
様
へ
ご
迷
惑
を
お
掛

け
し
ま
す
が
、
ヲ
」
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

。

詳

細

美

利
河
ダ
ム
管
理
所

8
3
1
7
3
3
5
 

5
月

1
日

1
6月
初
日

林
野
火
災
予
防
実
施
期
間

林
野
火
災
は
、

5
月
か
ら

6
月

に
か
け
て

-
番
多
く
発
生
し
ま
す
。

魚
釣
り
や
山
菜
採
り
な
ど
で
入

山
さ
れ
る
と
き
は
、
タ
バ
コ
の
ポ

イ
捨
て
や
た
き
火
は
絶
対
し
な
い

で
下
さ
い
。

5
月
刊
日
か
ら
初
日
は
強
化
期

間
と
な
り
ま
す
が
、
特
に
5
月

ω

日
は
町
の
山
火
記
念
日
(
日
進
大

火
の
日
)
で
す
。
無
煙
日
と
し
て

火
入
れ
は

一
切
禁
止
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
ご
注
意
願
い
ま
す
。

な
お
、
焼
畑
、
地
ご
し
ら
え
な

ど
火
入
れ
を
す
る
と
き
は
、
役
場

の
許
可
が
必
要
で
す
。
必
ず
係
ま

で
申
請
願
い
ま
す
。

《農
林
課
林
務
係
》

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
か
ら
の

お
知
ら
せ

北
倫
山
職
業
相
談
室
へ
の
職
員

派
遣
日

• • 
函
館
公
共
職
業
安
定
所
職
員
の

派
遣
日
は
、

次
の
と
お
り
と
な
り

ま
す
。

6
月
分

3
寺
1
7
寺

9
時
1
ロ
時

な
お
、
北
総
山
職
業
相
談
室
で
の

雇
用
保
険
受
給
手
続
き
に
つ
い
て

は
、
帥
州
民
派
遣
日
に
は
職
員
が
取
り

扱
い
ま
す
が
、
職
員
の
派
遣
日
以
外

は
八
雲
出
張
所
で
手
続
き
を
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

。
お
問
い
合
わ
せ

ハ
ロ

l
ワ
l
ク
函
館

8
0
1
3
8
1
%
|
0
7
3
5
 

・
ハ
ロ
ワ
ー
ク
八
雲

8
0
1
3
7
6

2
2
5
0
9
 

.
北
恰
山
職
業
相
談
室

8
4
1
5
7
2
4
 

4 
日

5 
日

墓
参
団
員
募
集
の
お
知
ら
せ

北
海
道
で
は
、
平
成
9
年
度
サ

ハ
リ
ン
地
域
(
様
太
)
墓
参
を
次

の
と
お
り
実
施
す
る
予
定
で
す
。

コU

O
墓
参
日
程

平
成
9
年
7
月
刊
ω
日
1
初
日

O
墓
参
地
域

ユ
ジ
ノ
サ
ハ
リ
ン
ス
ク
(
旧
豊

原
)
、
ホ
ル
ム
ス
ク
(
旧
真
岡
)
、マ

カ
ロ
フ
(
旧
知
取
)
、
ド
リ
ン
ス
ク

明 目 対 鼻t 者 実施日 時 r:円 対象地区 実施会場 仙 考

一般住民関係

般州政 全住民 12日(円) 10 : 00-11 : 45 全地区 総保合他制セ和ン施タ設ーV 
山(](I間11工川測附定 ー尿検査)

一般相談 全住民 19日(Jj) 10 : 00-11 : 45 H " " 
一般相談 全住民 261'1 (J'j) 10 : 00-11 : 45 H " H 

無医地区巡回診縦((眼科) 全住民 8 R (木) 宝14ff2時0間-14: 50 
n W 製八雲{総干T合料品) 

無医地区巡回診療{耳鼻科) 全住民 6 fIIO日 (火) 畳14ff2時0-間14: 50 
， H ハ診察μ 恥(イ口I刑料V)F 

乳幼児関係

乳児柑誠 生後 3，6， 9力月児 15日(本) 畳9付.∞時~間 9 : 15 全地区 器保官健主耐主祉主凪三，&P 他牒相談 ・身体計測

乳児他診 生陸4，7，10，12力月児 15日(木) 交13付0時0-間13: 15 " " 4Em41憤y抜査hB'J 1 jl]li理2Bタ健相，7草z康cッ医車相E畑師撞'談V 註布T 

l成 6力)J児他捻 生後 l歳 7，8力月児 !日(木) 畳13付0時0-間13: 15 
N " 

すくすく干nてダイヤル 就学前までの幼児のいる保護古 14日(本) 9 :00-12 日0 N 2-2780 旭日』による 心配事相談

妊産婦関係

妊婦他診 妊婦の方 13日(火) 受13付U時O~!日]1330 全地区 相保i官tti7lHtAMン馳タ;ーIJlI) 以相検談査・医樹師科診卒祭ui龍(有健料康) 

l-1合くtだ《《ツ青さ空反い教.室B》C股Gの尖施》日程 内容につきましては、個別に通知いたします。
業のプfを対畠に 5月 中 に 背 空 教 主があります.他版相談健康講話もあります.ご冊)17のHいブJはぜひお越し

(保他罰祉限保健柿h(係 ・国保係)

あなたのお尻は大丈夫?
(痔のお話)

今金姉人 団体連協

大 倉行雄

締金
だる ま 寿 司

今商底
'lS 田鹿
千葉 進
樋川婦人会

花石カラオケ愛好会

凹中義雄
タ 下秋雄

中型老人クラブ

岡本男吉
TI'丘老人クラブ

小川 邦 市

樋川カラオケ愛好会

凹中由松
金原老人クラブ

下 回屋春子

水野 清 二
光の型募金箱

医 名

《室蘭市》

高沼
4函館市》

長谷川
《鵡 川町》

小泉
《上磯町》

波辺
安達
《江差町》

下岡
((北槍山町E
婦人奉仕活動協議会

パチンコドラゴン

楢山北高合唱部

《今金町》

吉田消志
今金カナリヤ会

老 人 大学参加者 一 !司

堺ひろ子 今金後援会

国営東部地区山地開発事

業促進期成会

9 . 4 .10 

(敬林略)

社会福祉協議会だより
※光の里学困 、 ~~!l:~j'i聞社会問 IJI 協総会への多額のご寄付

ご厚意ありがとうございました固

き

5
月
幻
自
附

午
前
川
時

1
午
後
3
時
ま
で

2
、
と
こ
ろ
役
場
町
民
相
談
室

函
館
社
会
保
険

事
務
所
職
員
1
名

《
町
民
課
年
金
係
》

r)1 

i'i 

(旧
落
合
)
な
ど

O
参
加
遺
族
の
範
閤

サ
ハ
リ
ン
地
域
(
樺
太
)
に
埋

葬
ま
た
は
納
骨
さ
れ
て
い
る
者
の

配
制
者
及
び
三
親
等
内
の
親
放
で

北
海
道
に
居
住
さ
れ
て
い
る
方
。

な
お
、

過
去
に
参
加
し
た
方
及

び
そ
の
親
族
を
除
く
。

※
お
問
い
合
わ
せ《

町
民
諜
町
民
係
》

調
理
師
試
験
の
お
知
ら
せ

平
成
9
年
度
調
理
師
試
験
を
次

の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

O
試
験

地

函

館

市

• • 人
は
一
生
の
う
ち
に
大
な
り
小

な
り
約
7
割
の
人
が
痔
を
患
う
と

の
こ
と
で
す
。
痔
を
す
で
に
持
っ

て
い
る
人
、
な
り
そ
う
な
人
も
、

こ
の
正
体
と
対
策
に
つ
い
て
知
識

を
持
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

女
痔
の
正
体

・
切
れ
痔
(
裂
紅
)
H
読
ん
で
字

の
ご
と
く
、
虹
門
の
皮
脂
が
裂
け

て
出
来
る
傷
で
す
。
何
度
も
切
れ

て
い
る
う
ち
に
傷
が
深
く
な
っ
た

り
慢
性
化
し
ま
す
。

症
状
は
激
し
い
痛
み
や
出
血
。

主
に
硬
い
使
を
出
す
時
や
お
産

時
の
い
き
み
が
原
因
で
す
。

-
い
ぽ
痔
(
痔
核
)
H
排
便
時
や

出
産
時
に
強
く
版
部
に
力
を
入
れ

る
と
、

虹
門
の
周
り
の
血
管
に
大

き
な
圧
が
か
か
り
、
こ
の
部
分
に

血
液
が
滞
り
ま
す
。
そ
の
部
分
が

イ
ボ
状
に
膨
れ
上
が
っ
た
も
の
が

痔
で
す
。
い
ぼ
痔
は
、
い
き
ん
だ

と
き
虹
門
の
外
に
顔
を
出
す
も
の

と
い
つ
も
虹
門
の
外
に
で
て
い
る

も
の
が
あ
り
内
痔
核

・
外
痔
核
と

い
わ
れ
ま
す
。
排
便
の
改
善
や
消

炎
剤
で

1
カ
月
位
で
な
お
り
ま

す。-
穴
痔
(
痔
疲
)
U
虹
門
腺
と
い

う
分
泌
液
が
出
る
と
こ
ろ
に
便
中

の
細
菌
が
災
い
し
て
炎
症
を
お
こ 幸

(14) 

11自

制t

枝

正

春

禿

O
試
験
科
目
及
び
試
験
方
法

衛
生
法
焼
、
公
衆
衛
生
学
な
ど

及
び
調
理
理
論
に
つ
い
て
筆
記
試

験
を
行
う
。

O
受
験
資
格

調
理
業
務
に

2
年
以
上
従
事
し

て
い
る
こ
と
。

O
受
験
手
数
料

6
1
0
0
円

。
受
験
願
書
等
必
要
書
類
配
置
と

提
出
先

今
金
保
健
所

O
受
験
願
書
の
受
付
期
間

平
成

9
年
6
月

2
日
1
6
月
6

日
ま
で

※
お
問
い
合
わ
せ

今
金
保
健
所
予
防
諜

8
2
1
0
2
5
1
 

し
、
股
が
紅
門
近
く
の
皮
胞
を
破

っ
て
出
て
し
ま
う
痔
。

男
性
に
多
く
下
痢
症
や
排
便
時

に
い
き
む
人
に
多
い
と
の
こ
と
で

治
療
は
す
べ
て
手
術
で
す
。

安
痔
の
大
部
分
の
原
因
は
便
秘

前
述
で
ご
紹
介
し
た
と
お
り
痔

の
原
因
は
虹
門
に
負
担
を
か
け
る

便
秘
や
無
理
な
排
便
に
あ
る
よ
う

で
す
。
ス
ム
ー
ズ
な
排
便
に
は
便

通
を
よ
く
す
る
食
品
(
食
物
繊
維

豊
富
な
き
の
こ
類、

海
草
類
、
サ

ツ
マ
イ
モ
、
豆
類
)
を
積
極
的
に

摂
り
、
便
意
が
あ
っ
た
時
は
我
慢

し
な
い
こ
と
。
下
剤
に
頼
り
す
ぎ

る
と
腸
自
体
の
働
き
が
弱
く
な
る

の
で
要
注
意
。

ム
H

痔
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
人
は

切
れ
痔
も
い
ぽ
痔
も
共
通
し
て

①
便
秘
や
下
痢
等
の
改
善
。
(
紅

門
へ

の
直
接
的
刺
激
を
避
け
る
)

②
疲
労
や
睡
眠
不
足
の
解
消
(
抵

抗
力
を
落
と
さ
な
い
)
③
ア
ル
コ

ー
ル
や
刺
激
物
を
控
え
る
(
炎
症

を
起
こ
し
ゃ
す
く
す
る
物
は
避
け

る
)
④
虹
門
の
清
潔
を
保
つ
こ
と

で
す
。
症
状
が
続
い
た
り
繰
り
返

す
人
は
思
い
切
っ
て
受
診
し
ま
し

ょ-つ
。

l
i

t
-AYM 

〕5
 

1
 

〔
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3月末現在

前月対比

7，235人 (685)

3， 480人(ム51)

3， 755人(ど"34)

2， 5701世帯(ム18)

住民の動態

人口

男

女

世帯数

o8ocSc令
(北槍111)84-5321 

(今金)82-0221 

(北伶山)84-5011 

(今金)82-0221 

(瀬棚)87-3021 

(北伶山)84-5011 

(北愉山)84-5321 

休日当番医
北愉lね町立国保病院

今金町立国保病院

道南ロイヤル病院

今金町立国保病院

猶崎医院

道南ロイヤル病院

北倫山町立国保病院

5月3日

4日

5日

11日

18日

25日

6月 l日

~ おたんじ よ うおめでとう
えり

佐々木恵理色ゃん 3月13日(保護者 浩)上稲穂
りょうすη

木島亮輔ちな 3月14日(保護者正尚)白石

古川利也hん 3月15日(保護者利幸)緑 IIIJ
あやりm川 絞'tIjち九 3月22日(保護者智司)大和町

固 いつまでもおしあわせに

3，1.; 坂本一茂さん(南 町)=蛇名功枝さん(石狩市)

% 相馬透さん(寒昇)=鷲野恵さん(緑町)

'y， 北川衆ーさん(南 町)=山崎好恵さん(南 町)

ズ 南標広志さん(D¥'ii 町)=波迩季世子さん(1幣 町)

自
衛
官
募
集
の
お
知
ら
せ

防
衛
庁
は
、
平
成

9
年

7
月
採

用
の
自
衛
官
を
次
の
と
お
り
募
集

し
ま
す
。

記

※6月 1日については予定です。

O
受
験
対
象

同
歳
以
上
幻
歳
未
満
の
男
子

(
平
成

9
年

7
月
1
日
現
在
)

O
受
付
期
間

平
成

9
年

5
月

M
日
ま
で

O
試
験
日平

成

9
年

5
月
お
日
(
日
)

※
お
問
い
合
わ
せ

自
衛
隊
今
金
募
集
事
務
所

8
2
1
0
2
5
8
 

醐 おくやみもうしあげます

村端正ーさん 3月26日 70歳(花石)

蛎崎和彦さん 3月29日 67歳(寒昇)

高沼サヨ九 4月 2日 82歳(緑町)

千葉 誠さん 4月4日 86歳(上種川)

4月16日受付分まで

• 
郵
政
省
の寄

付
事
業

4
月

2
目
、
岡

一
雄
今
金
郵
便

局
長
は
寄
付
金
付
き
葉
書
、
切
手

な
ど
に
付
加
さ
れ
て
い
る
寄
付
金

札
幌
行
特
急
パ
ス

『
せ
た
な
号
」

運
行
の
お
知
ら
せ

瀬
棚
着
は
・
∞

沼
沢
m
z
p
h
a
q
ANV
Ilv

持
制
ヲ

1

5

J

今
金
町
民
セ
ン
タ
ー
前
日
・
川
↓

札

幌

着

初

∞

。
乗
車
運
賃

大

人

片

道

4
9
0
0
円

往
復

9
2
0
0
円

子

供

片

道

2
5
0
0
円

往
復

4
7
0
0
円

※
予
約

・
お
問
い
合
わ
せ

北
都
観
光

8
0
1
1
(
2
4
1
)
0
2
4
1
 

.
東
日
本
海
フ

ェ
リ
ー

瀬
棚
営
業
所

8
7
3
9
6
3

1
 

6
 

1
 

〔

瀬
棚
札
幌
問
の
直
通
パ
ス
「
せ

た
な
号
」
が
、
奥
尻
航
路
開
始
と

と
も
に

4
月
初
日
か
ら

8
月
剖
日

ま
で
運
行
し
ま
す
。

な
お
、

「せ
た
な
号
」

乗
車
に

つ

い
て
は
、
予
約
が
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
直
接
予
約
先
に
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

O
発
着
時
刻

・
札
幌
発

9

∞
↓

今
金
町
民
セ
ン
タ

ー

前

日

刊

↓

h
』
・
、N
r
・-
h
N
t

・
民同
』'
b
門
t

・b
内
'
-
b
Nt

・b
門
'
-
h
門

V
-
b
N
V
-
bN
t

・b
NU'

・h
内
t

・b
門
t

・

の
配
分
の

一
部
を
、
柴
谷
勝
俊
園

長
に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
寄
付
事
業
に

つ
い

て
は
、

本
町
で
受
け
る

の
は
は
じ
め
て

で
、
光
の
星
学
園
は
、

寄
付
金
を

受
け
施
設
内
の
改
修
工
事
を
行
う

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

郵
政
省
で
は
、
社
会
福
祉
の
増

進
を
目
的
に
行
う
団
体
、
地
球
環

境
の
保
全
を
図
る
た
め
の
団
体
な

ど
に
寄
付
金
の
配
分
を
実
施
し
て

い
る
も
の
で
、
今
年
道
内
で
は
げ

団
体
が
寄
付
金
の
配
分
を
受
け
各

事
業
を
実
施
し
ま
す
。

発
行
/
北
海
道
今
金
町
役
場

制
②
0
1
1
1
番

愛
煙
家
へ
の
お
願
い

た
ば
こ
は
町
内
の
小
売
応
で
の

購
入
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

本

年

の

4
月
よ
り
「
町
た
ば
こ

税
」
と

「道
た
ば
こ
税
」
の
税
率

の
調
整
が
行
わ
れ
、
愛
煙
家
の
皆

様
の
ご
負
担
を
変
え
る
こ
と
な
く

町
た
ば
こ
税
が
培
収
と
な
り
ま

す
。

O
健
康
の
た
め
吸
い
過
ぎ
に
は
充

分
気
を
つ
け
て
下
さ
い
。

o
喫
煙
マ
ナ

l
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

編
集
/
企
画
調
整
課
広
報
広
聴
係


